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　 【は じめ に 】側頭葉てん か ん患者 に おい て記 憶 学習機 能の 検

討が 多く行われて い るが、対象 とした患者や 用い た課題の 特徴の

違 い によっ て結 果 は 必 ず しも
一

定 しない 。そ こで 本研 究で は 詑 憶

学 習課題 として Rey　Auditory−Verbal　Leaming 　Test（RAVLT ）を 用

い て側 頭葉 てんかん患者の 記憶学習の 特徴を検鮒した ．

　 【対 象と方 法 1対象 は 側 頭 葉て ん か ん 患者 9 名 （E 群、平均

39、8± IO．5 歳 〉、発 作 閥 欠期 に 幻 覚妄想症状を 呈 した 側頭葉て

ん か ん 患者 4名 （P 群、平均 31．0± 4．6歳 ）、分裂病 患者 ｝0名 （S

群、平均 36．6 ± 10、1歳）、健 常対 照者 21 名 （N 群、平均 37．4±

9．6 歳）．Mini　Men 制 State　Exarninationを行 い 明 らか な痴 呆症状

を有する症例を除外 した。記憶 学習 機能 は 単語リス ト記銘課題 で

あるRey 　Auditory−Verbal　Leaming 　Test（RAVLT ）の 「1本 語 版 （演

者 らが 作成）により行 っ た。この テス トは   15個 か らなる単語リス ト

の 再生を 5 回反復、  別の 単 語リス トの 再生を 1 同 （
．f渉刺 激）、

  最 初の 単語 リス トの 再 生 を さらに 1 回、  5 分 後 に 単語 リス トの

再 認 を順 に 行うもの で、再生 時の 正答 数、誤反 応数 （単語 リス トに

ない 反 応を示 した 数）、干 渉効果 （再生 5 回 目の 正 答数か ら再 生

6 回 目の 正筈数を減じた数 ）、再認につ い て 評価 した
，
．

　 【結果 1（D再 生 1 陬旧 か ら 5 回 目まで の H三箸 数の 合計 は E 群

55．8± 5．5、P 群 36．0±0．7、　S 群 39．8± 6、6、　N 群 54、9± 9．0 であ

り、P 群、S群 ともに N 群 より成 績が低か っ たが、　E 群 は N 鮮とほ

ぼ 同等の 成績 だ っ た．干 渉効 果は E 群 1．5± L8 、　P 群 2．0 ± 1．2、

S 群 2、1± 1、7、N 群 1．8± L8 であり、全 梢iあまり差が なか っ た。

再認 は E 群 O、96 ：と0．06、P 群 O．69 ±O．28、S 群 0．82± O．07、　N

群 0．91± 0．15であり、P群、　S群 ともに N 群 より成 績が 低か っ たが、

E 群 は N 群 とほ ぼ 同等の 成績 だ っ た v （2）誤 反応数 は E 群 L6 ±

1．4、P群 4．O± 3、7、S 群 9．2± Tl．4、N 群 0．4±0．8 であり、S群、

P 群、E 群、N 群の 順 に誤 反応 数が 多か っ た。

　 【まとめ ｝（1）RAVLT の 再 生成績 によ り反映 され る記憶 学轡機

能 は P 群、S 群でその 障害が 強か っ た n （2）本諜題で 検討した E

群の 記憶学習機能は N 群とほ ぼ 伺等の 成績だ っ た，，（［）誤反 応

数 は S群、P 群で 多く認 められ た。

　 我 々 は て ん か ん 患 者 に お け る SPECT検 査 上 の 低 血 流 域 が

認 知 や 記 憶 の 機 能 に 影響 を 与 え る 可 能 性 を 探 り、第 28、29、

30回 の 本 学 会 で IMP−SPECT 所 見 と ウ ェク ヌ ラ ー知 能 検 査 、

ベ ン ト ン 視 覚 記 銘 検 査 、ウ ェ ク ス ラ
ー

記 銘検 査 の成 績 を 比

較 検 討 して 結 果 を 報 告 し て き た 。今 回 我 々 は 側 頭葉 て ん か

ん 患 者 に お け る 川 P−SPECT 所 見 の RO1値 の Latera］ity　 In−

dex （LD と 前 頭 葉 機 能 の 検 査 法 と さ れ る ウ ィ ス コ ン シ ン
・

カ ード ・
ソ
ー

テ ィ ン グ
・

テ ス ト検 査成 績、複 雑 部 分 発 作 の

発作 頻度 を 比 較 検 討 し た の で 報 告 す る 。

〈 対 象 と方 法 〉

　 症 例 は 当 科 外 来 通 院 中 の 側 頭 葉 て ん か ん 患者 38名 で 、性

別 は 男性 25例、女 性 13例 、平 均 年 齢 32、3± 12．7歳 で あ っ た。

罹病期 間 の 平 均 は ］4．2土 U 、】年、複雑 部 分 発 作 の
一．年 間 の

発 作 回 数 の 平 均 は 27 ．5± 42 ，3回 で あ っ た 。

　 IMP−SPECT 検 査 結 果 は 基 底 核 を 通 る ス ラ イ ヌ 面 に お け る

左 右 の 前 頭 葉、側 頭 蘖 、後 頭 葉 の RO嶇 を 計算 した。左 の

ROI値 か ら右 の 対 称 部 位 の ROI値 を 引 き 、左 右 の ROI値 の 和

で 除 した も の をLI と し、こ の 数 値 が 正 の 場 合 を 右 低 血 流 群、

負 の 場 合 を左 低 血 流 群 と し た 。こ の 凵 値 と ウ ィ ス コ ン シ ン
・

カ ード
・

ソ
ー

テ ィ ン グ ・
テ ス ト検 査 成 績、複 雑 部 分 発 作 の

発 作 頻 慶 の 相 関 を み た 。有 意 水 準 は 0．05と した。

＜ 結 果 ＞

L 左 前 頭葉 低 血 流 群 （N砲 D に お い て 、発 作 回 数 とL［に 負 の

相 関 が み ら れ た （「
・−O．5Sl9，　 p〈0、Ol）。　す な わ ち 発 作 回 数

が 多 い 程 血 流 が 低 下 す る 傾 向 が み ら れ た 。

2．右 前 頭 葉 低 血 流 群 （醇 17）に お い て 、PE敵 達 成 さ れ た 概 念

の 保 続 傾 向 〉と し］に 正 の 相 関 が み られ た （r・O．4830，p ＜Q，05）。

す な わ ち 血 流 が低 下 す る 程 保 続 が 増 加 す る 傾 向 が み られ た 。

3．右 側 頭 葉低 亅血 流 群 （幽 17）に お い て 、IVR（言 語 と 行 為 の 解

離）に 正の 相 関 が み ら れ た。す な わ ち 血 漉 が 低 下す る 程 ［VR

が 増 加 す る 傾 向 が み られ た 。

＜ ま と め ＞

　SPECT 検 査 上 の 前 頭 葉 と 右 側 頭 葉 の 低 血 流 域 が 前 頭 葉 機

能 に 影 響 を 与 え て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。
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